


 

 

2. 有機系断熱材・外装材を対象とした防火上の措置に関する情報の確認について 

有機系の断熱材及び外装材が、1.に示した防火上の措置がとられていることにつ

いて、建材メーカー団体に対し以下のいずれかの協力をお願いしているため、設

計・施工段階において確認されたい。 

・ 有機系断熱材・外装材における防火上の措置の状況について、カタログやホ

ームページ等で製品情報として表示 

・ 設計者や施工者、建物所有者等からの求めに応じ、有機系断熱材・外装材に

おける防火上の措置の状況について確認できる資料の提示 

 

3. 外壁以外の建築物の部分に使用する場合について 

平成 30 年 5 月、ポリエチレンなど発熱量の大きな有機系材料を金属板で挟み込

んだサンドイッチパネルが、1.に示した難燃処理をしない状態でバルコニーの手す

り壁・目隠し板として使用された共同住宅において、複数階の上階延焼が発生した

火災事例があった。 

手すり壁・目隠し板が取り付けられる建築物の部分については、火災時に開口部

からの噴出火炎により、パネルが両面から加熱され、パネルが連続して設置されて

いる場合には、火炎が急速に拡大し、燃え広がる可能性がある。 

こうした手すり壁・目隠し板などの外壁開口部の近傍に取り付けられる部材につ

いては、火災時の噴出火炎による影響を受けやすい位置にあることから、1.に示し

た外装材と同様に難燃処理された材料を使用することが防火上有効である。 
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